
2019（平成31）年３月31日に定年退職される先生方に
在職中の思い出を語っていただきました。
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医療健康科学部教授　西尾　誠示

総合教育研究部教授　池上　良正

総合教育研究部教授　篠原　正雄

経営学部教授　羽鳥　茂

　恵まれた出会いの積み重ね、駒大人生はこの一言
に尽きます。学生との、職場での、そして学界での
出会い。どの出会いも素晴らしく、何ものにも代え
難いこれまでの人生の貴重な財産であり、これから
の人生の財産です。とりわけゼミの学生たちとの楽

　医療健康科学部が発足して丁度15年。退職するこ
とになりました。最も懐かしい思い出は学部設立に
向けての充実した毎日です。当時、学部が文部科学
省の認可を得るには、高額の実習設備が必要なこと
が判明し、大型機器を寄付してもらうために何度も

　本学での在職期間は40年である。駒澤での教育と
研究が私の生活の全てであった。この間、ゼミの学
生や最前列で講義を聞いてくれた学生の姿が脳裏に
浮かぶ。また、30歳代後半から役員を引き受けるこ
とになった体育会ボクシング部の歴代部員、監督、

　知識や教養で身を飾ることはできても、知識や教
養を人生の「智慧」にまで深めるのは難しいもので
す。宗門大学に20年間もお世話になりながら、仏教
的な「智慧」が少しは身についたのか、心もとない
限りです。ただ、学生・院生・教職員の方々との様々

　40年近く勤めましたので、思い出は当然のことな
がらたくさんあります。
　様々な学部の先生方と年１回、あるグループでは
年２・３回、談笑し合うことが今でも続いています。
私より定年が早い方も皆さん元気でおられます。職

　私が駒澤大学で過ごした34年の前半は昨秋亡くな
られた宇和川先生のもと、今日の自然科学部門の原
型が作られていく時期だった。自然分野の基本的な
科目の充実、独立した人事が進められた。後半は部
門を担う番が来て、学んだことをベースに歩んでき

しくまた学び多き出会いと卒業後も続く交流は、駒
大人生そのものです。出会った人たちとの交流を大
切に、これからの人生を楽しみたい、これが現下の
私の願いです。

医療機器メーカーに足を運びました。学部開設に合
わせ高額な画像解析装置が搬入されたときの感激、
恩師の教授が初めて私に感謝してくれたことがいい
思い出です。教職員の皆さま、大変お世話になりま
した。

OB会のメンバーの活躍も私の記憶の中に生き続け
るだろう。これまで教員としてどれだけのことを成
したかは冷や汗ものであるが、それでも本学で過ご
した歳月に何ひとつ悔いはない。退職後は残された
研究に専念するつもりである。

な「ご縁」を通して、この大学からは多くのものを
与えていただいたと感じています（もちろん、お給
料だけの話ではなくて）。
　ありがとうございました。

員の方は、ほとんどの部署の特に若い方（といって
も係長クラスの人たち）と、楽しいひと時をお付き
合いいただきました。
　教職員の方々に、この場を借りて御礼申し上げま
す。

たと思う。
　公募人事になって優れた後輩たちがそろった。こ
こ数年私は「意見は言うが、結論は次の世代を信じ
まかせる」という宇和川流に倣うことを試みた。う
まくまねられたかな？

駒大人生に想うこと駒大人生に想うこと

高額医療機器の設置高額医療機器の設置

在職40年在職40年

多くのものを多くのものを

よくおつき合いいただきましたよくおつき合いいただきました

感謝を込めて感謝を込めて


